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において、Atmospheric Rivers (ARs) と呼
ばれる組織化した水蒸気の帯が観測される 
(Ralph et al. 2004; Gimeno et al. 2016)。北
米西岸  (Ralph et al. 2006; Guan et al. 
2013) やヨーロッパ西部  (Lavers et al. 
2011) では ARs 由来の極端降水が度々発生
し、洪水や土砂災害を引き起こしている。東
アジア域で発生する ARs も平成 28 年 8 月
の広島豪雨 (Hirota et al. 2016) や平成 30
年 7 月豪雨のような極端降水をもたらすこ
とがあり、特に暖候期に発生する豪雨の大き







とが指摘されている (Kamae et al. 2017a)。
一方で、夏季の赤道太平洋海面水温偏差の影





異なる (Horii and Hanawa 2004; Okumura 











予測データベース (d4PDF; Mizuta et al. 
2017) の過去実験 10 メンバと気象庁 55 年
長期再解析データ (JRA55) を併用した。
ARs の抽出方法は Mundhenk et al. (2016) 




















図 1 冬季から夏季にかけてのENSO 季節進行ごとに分類した夏季ARs 発生頻度偏差 (陰













分類した夏季の SST 偏差、図 3 (4) は図 2
と同様に分類した降水偏差(陰影)、200 (850) 
hPa 高度偏差 (等値線) である。図 4a を見
ると冬季から夏季にかけてエルニーニョが
持続している場合、北西太平洋域ではインド
洋キャパシタ効果 (Xie et al. 2009; 2016) 
によりフィリピン海下層に高気圧偏差が形












 図 2 図 1 と同様。ただし SST 偏差 (℃) 
 
図 3 図 1 と同様。ただし降水偏差 (陰影; /10⁵ kg/m²/s)、200hPa 高度偏差 (等値線; m) 
 
 














は日本を含む北緯 40 度帯で増加する。 
 
4. まとめ 
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